
平成 18 年 6 月定例会・可決・賛成多数 

議会案第２号 

 

 道路特定財源の確保に関する意見書を別紙のとおり提出するものとする。 
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道路特定財源の確保に関する意見書 

 

 道路は、我々の生活と経済･社会活動を支えるとともに、広域的な連携・協力によ

る特色ある地域づくりを図るために、欠くことのできない最も重要な社会資本であ

る。 

郡山市は福島県のほぼ中央に位置し、交通の要衝であり、東北地方の商工業・物流

の拠点として、水と緑など市特有の風土を生かし、景観や自然環境に配慮した新世紀

に躍進する都市づくりを進めている。 

しかしながら、市民生活においては自動車交通に依存しており、中心市街地をはじ

め郊外の幹線道路でも渋滞が頻発している。また、多くの未改良道路や交通不能区間

を抱えるなど、道路整備については不十分な状況にあり、住民の道路整備に対する要

求は切実なものがある。 

更には、中心市街地の空洞化に歯止めをかけ、若者が地方で生きがいを持って生活

していくためにも物流や地域間交流を支える道路整備は緊急の課題である。 

よって、本市の発展と多様な地域づくりを図る上で、計画的な道路整備は必要不可

欠な国策であるという認識のもと、下記事項について強く要望する。 

記 

１ ｢社会資本整備重点計画｣に基づき、道路整備を計画的かつ着実に推進していくた

めに、受益者負担の原則に基づく道路特定財源を他に転用することなく、全てを道

路整備に充当し、十分な予算を確保すること。 

２ 地方の道路整備の実情を踏まえ、道路関係予算総額を縮小することなく、道路整

備を促進するために、地方への道路予算の重点配分を講ずること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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